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現在、私は「小さな町の公立図書館:中西部の図書と読書、 1890-1956年J(Mαin Street 
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本稿は2002年8月l日に京都大学附属図書館で行われた講演をもとにしている。なお、この講演会は、
京都大学大学院教育学研究科生涯教育学講座、京都大学附属図書館、日本図書館研究会、近畿地区国公立
図書館協議会の共催で、約80名が参加した。
